
物語を書くことで読みを深める学習活動について 

 

大阪教育大学附属池田小学校 中川雅子 

１、実践の背景 

 学級づくりをするときに大切にしていたものは日記帳だった。日記帳の交流を行うことで、自然と子

供同士の会話が生まれ、お互いのことを知ることができるからである。このことを、国語科の学習に生か

したいと思ったのが「物語を書くことで、読みを深める学習」を進めようと思ったきっかけである。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

学級開きをする四月、子供には国語を好きになってほしいと考えていた。また、一年間を通して継続し

て楽しい学習活動を入れて学びを深めたいと考えていた。その思いを実現するために実践した授業につ

いて述べていく。 

 

２、実践の目的について 

 児童が「この物語はおもしろいな。」と思うからこそ、言語活動が充実する。たとえば、光村図書三年

の教材「まいごのかぎ」であれば、繰り返される事件の次に予想できない事件が起こるので、読者をどき

どきさせて楽しませるしかけがある。東京書籍三年の教材「ゆうすげ村の小さな旅館」であれば、「登場

人物の正体をほのめかすしかけ」を見つけるおもしろさが生まれてくる。その文学教材の魅力を感じる

ためにも、「物語づくり」という学習活動を取り入れてみたいと考えた。 

今回私が考える「物語づくり」というのは、ゼロからの創作ではなく、物語の枠を共有した中で、その

物語の一場面もしくは一話を作るという学習活動である。物語をつくるには、まず、元になる物語をよく

読み、設定を理解しなくてはならない。そのため、物語の構造について自然と意識を向けることができる

と考える。また、自分が作った物語を友達が読んで、続きを予想したり、違いを感じたりすることで、充

実した言語活動が行えるだろう。 

このような学習活動は、学習指導要領の「読むこと」「オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自

分の考えをまとめること」「キ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること」

にあたると考える。この学習活動を行うことで、「言葉によって思考し表現する資質能力」を育成するこ

とができると考え実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３、「ゆうすげ村の小さな旅館」学習活動の様子 

 

第１時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２，３時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかったことや疑問に思ったこと、おもし

ろかったことを感想として書いた。美月がウ

サギであることや、キーアイテムの不思議な

力について感想を持った児童が多くいた。 

林道を通すために工事の人たちが客として

旅館に来たことなど、物語の設定を抑えた。 

「美月はどうしてゆうすげ旅館に来たのか。」という問いから考え、登場人物の関係をまとめた。

児童は、ウサギダイコンのおかげで三羽のひなが助かったという因果関係をとらえることができ

ていた。     

そこから、キーアイテムの役割についても考えた。危険から身を守ることができる魔法の力と

その効果に着目した。 

学習のめあて 感想を持ち、物語の大体の内容をつかむ。 

対人物、キーアイテム、中心人物の関係を捉え、出来事を理解すること 



 

第４時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いつ、美月＝ウサギとわかったのか」を問い、再読する中で「美月＝ウサギ」とわかる文(し

かけ)を見つける活動をした。「どうすればしかけが見つけられるか」としかけを見つける方法を

問うと、中心人物の反応や、うさぎの特徴に注目すればよいという意見が出た。 

 「宇佐美」＝「ウサギ」というしかけには多くの児童が気付いた。そのことをきっかけに、「耳

がいい」「白くてぽっちゃり」など、見つけることができた。一人の児童が、「第一場面に、林道

の工事の人たちが来たのもしかけだと思う。お山のみんなが危ないと思ったから、美月はダイコ

ンづくしの料理を作り、正体がばれてしまった。」と言っていた。「美月がウサギであること」で

はなく、「美月が来た理由」の伏線が冒頭にあることに気づくことができた。冒頭部には、物語の

設定など重要な要素があることを示唆できた。 

「しかけ（美月がウサギだとほのめかす言葉、文）」を見つける。 



第５，６時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうすげ村には、全部で１２話

の物語があることをと伝え、第２

話を読んだ。第２話を読むとき、児

童は自然と「ウサギダイコン」の物

語と比較して「しかけ」「キーアイ

テム」「対人物」に反応していた。 

「ウサギダイコン」のほうがおも

しろいという意見が出たので、ど

こがおもしろいのか考えるため二

つのお話を比べる活動を行った。 

対人物が化けていることや、キー

アイテムに不思議な力があること

が意見として多くあがった。 

「ウサギダイコン」「満月の水」を比べて読むことで、物語の展開の共通点に気

づき、物語づくりの枠組みを知ることができる。 



 

第７，８時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語を多読することで、物語の展開の共通点を共有することができる。 

各班に分かれて、３話か

ら１１話のどれか一つを担

当し物語を紹介する活動を

行う。 

児童は、物語を読むとき、

自然と「対人物」「しかけ」

「キーアイテム」「季節」「場

所」などの項目を、既習内容

の物語と比較しながら読ん

でいた。そのため、「対人物

が動物じゃない。」「対人物

が化けていない」などの感

想が出ていた。 

 

 

 「お話のお店屋さん」の学

習では、対人物の正体を予想

させるような発表の仕方をし

ている班が多かった。題名に

着目して、題名から対人物の

正体を予想している子供もい

た。 



第９、１０、１１時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語を書くことで、既習の物語を再読したり、物語の重要な要素を想起したりする。 

冒頭部には物語の設定が書かれていることや、結末部には正体がわかることなどを物語の展開を理

解し、文章に表現する。 

物語の冒頭部を書くという学習課題を

によって、児童は自然と「ゆうすげ村の小

さな旅館」に必要な物語の設定を想起する

ことができていた。物語を書く活動中に

は、自然と既習の物語を読み返す児童の姿

が見られた。 

冒頭部を交流するとき、対人物の正体

や、季節と対人物の関係に関することが話

題になっていた。共有している物語の枠が

あるので活発に話し合う姿が見られた。 

「ゆうすげ村の小さな旅館」らしいお話

にするためにどうすればよいか、という振

り返りを持ったとき、対人物の名前や様子

で「しかけ」をつくる、一行目には季節を

感じさせる文を入れるという意見が出た。 



４、実践を通して 

〇子供が楽しそうにしていたのは、「お話のお店屋さん」づくりである。「お店屋さん」の準備段階から、 

「しかけ」の面白さに注目し、紹介しようと考える子供がいた。他に、今までとは違う物語の展開に着

目し、そこを紹介しようと考えている子供もいた。「お店屋さんごっこ」をしたときには、既習内容と

照らし合わせ、「対人物の正体」「しかけ」「キーアイテム」などが自然と話題にあがっているように感

じた。 

〇物語づくりでは、季節や対人物の正体を何にしようかと悩む子供がいた。「書く」活動の難しさを感じ

たが、既習内容の振り返りや季節の図鑑などを活用することで、物語の構想を考えることができた。 

〇冒頭部を交流することで、季節や対人物の正体、キーアイテムの効果が話題にあがり、お互いに物語の

構想を考え話すことができた。 

〇「ゆうすげ村の小さな旅館」には色々な客が来るので、多種多様な対人物が登場しても自然と受け入れ

られていた。しかし、季節と対人物、キーアイテムは関係があるようにしたほうが良いという意見がで

た。また、物語の結末には、対人物が旅館から帰るようにしたほうが良いという意見も出た。物語の構

造に関する話題が出たので、読み深められていると感じた。 

〇「書く」学習活動を行うことで、物語の「設定」「しかけ」へ関する話題が授業の中心になった。これ

らのことから、冒頭部には「物語の設定」が書かれていること、文章の中には物語を面白くするために

「しかけ」があることへの理解が深まったと感じる。 
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